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こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

追
跡

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！ 

一
般
質
問

追
跡

委
員
会
の
う
ご
き

そ
の
他

主
な
内
容

本
県
唯
一
の
特
定
機
能
病
院
で
あ
っ

た
群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
が
特
定
機
能
病
院
の

承
認
を
取
り
消
さ
れ
、
今
後
も
そ
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
地
域
医
療
の
崩
壊
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
国
に
対
し
早
期
再
承
認

を
実
現
す
る
よ
う
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

当
病
院
は
、
難
治
性
疾
患
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
症

例
の
患
者
を
受
け
入
れ
最
先
端
の
高
度
医
療
を
提
供

し
て
き
ま
し
た
が
、
承
認
取
り
消
し
に
よ
り
、
病
院

の
高
度
医
療
技
術
の
研
究
開
発
や
人
材
育
成
機
能
に

も
支
障
を
来
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、

住
民
が
安
全
で
安
心
で
き
る

く
ら
し
を
維
持
確
保
す
る

た
め
、
特
定
機
能
病
院
と

し
て
早
期
再
承
認
を
実

現
す
る
よ
う
国
に
求
め

る
も
の
で
す
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い

て
の
陳
情

陳

情

者

 

伊
勢
崎
市
中
央
町
30---

４　

勤
労
者
会
館　

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
群

馬
県
連
合
会　
伊
勢
崎
地
域
協
議
会
議
長 

根
岸
慎
一

内

容

社
会
保
障
、
人
口
減
少
対
策
等
増
大
す
る
地

方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に

見
合
う
地
方
一
般
財
源
の
総
額
の
確
保
を
図
る
こ
と

な
ど
６
項
目
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
「
趣
旨
採
択
と
す
べ
き
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
趣
旨
採
択
３
人
・
採
択
２
人
）

本
会
議

趣
旨
採
択（
賛
成
９
人・反
対
３
人
）

本
会
議
で
は
陳
情
を
採
択
す
る
こ
と
に
賛
成
の
議
員

か
ら
少
数
意
見
の
留
保
（
※
１
）
に
基
づ
く
報
告
が

あ
り
ま
し
た
が
、
表
決
の
結
果
、
趣
旨
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

※
１
【
少
数
意
見
の
留
保
と
は
】

委
員
会
の
表
決
の
結
果
、
多
数
を
得
ら
れ
ず
取
り
上
げ
ら
れ
な

い
意
見
に
つ
い
て
、
本
会
議
に
お
い
て
自
ら
少
数
意
見
と
し
て

報
告
す
る
権
利
を
保
持
し
て
お
く
こ
と
。

群
馬
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
係
る

特
定
機
能
病
院
の
早
期
承
認
を
求
め
る

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

東
部
工
業
団
地
内
運
動
公
園
の

利
用
再
開
に
つ
い
て
の
陳
情

陳

情

者

 

上
州
玉
村
古
希 

代
表　

郷
間
武
志

上
州
玉
村
ク
ラ
ブ 

代
表　

浦
野
喜
世
志

玉
村
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

代
表　

高
木　
謙

内

容

現
在
、
野
球
の
利
用
が
停
止
さ
れ
て
い
る
東

部
工
業
団
地
内
運
動
公
園
の
利
用
の
再
開
に
つ
い
て
、

議
会
か
ら
町
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

 「
採
択
す
べ
き
も
の
」

（
採
択
３
人
・
趣
旨
採
択
２
人
）

理

由

町
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
利
用
の
再
開
に
つ
い
て
の
検
討
と

対
応
を
求
め
る
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。

本
会
議

採
択
（
賛
成
全
員
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

一　
般　
会　
計

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
９
５
１
７
万
円
を
追
加
し
、
１
１

０
億
９
３
４
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
も
の
】

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入　

事
業　
　
　
　
　
　
　

    
81
万
円

制
度
導
入
に
伴
う
例
規
整
備
に
係
る

調
査
委
託
料
及
び
職
員
研
修
費
。

問
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と

は
ど
の
よ
う
な
制
度
か
。

答
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
任
用
形

態
・
勤
務
条
件
は
自
治
体
ご
と
に
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
平
成
32
年
度
に

創
設
さ
れ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
よ
り
統
一
的
に
取
り
扱
う
も
の

で
あ
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営　

事
業　

　
　
　
　
　
　

８
１
４
万
円

老
朽
化
に
伴
う
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
外
壁
補
修
工
事
。

ば
ら
制
定
都
市
会
議

１
８
４
万
円

平
成
31
年
度
に
開
催
予
定
の
ば
ら
サ

ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
花
壇
の
整
備
等

を
行
う
。

問
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う

な
規
模
で
行
う
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
は
大
き
な
ば
ら
園
を

備
え
た
自
治
体
で
の
開
催
が
多
か
っ

た
が
、
玉
村
町
で
は
町
民
の
皆
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
手
づ
く

り
の
サ
ミ
ッ
ト
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

学
校
施
設
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

１
９
５
６
万
円

学
校
施
設
内
で
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
実
施
す
る
た
め
、
玉
村
小
学
校

の
２
教
室
に
つ
い
て
改
修
工
事
を
行

う
。問

子
ど
も
た
ち
や
運
営
を
委
託

す
る
事
業
者
に
、
使
い
や
す
い
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
な
る
工
事
内

容
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
民
間
事
業
者
が
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
る
学
校
施
設
も

視
察
し
設
計
し
て
い
る
。

　

運
営
に
当
た
っ
て
支
障
が
生
じ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
工
事
内
容
の
変
更

も
行
い
た
い
。

歴
史
資
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
事
業　

　
　
　
　
　

１
１
６
万
円

井
田
家
「
和
泉
屋
」
住
宅
の
歴
史
的・

建
築
的
な
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

今
後
の
保
存
・
活
用
の
あ
り
方
に
つ

い
て
調
査
を
実
施
す
る
。

議　案　名
結
果

小
林
一
幸

新
井
賢
次

原　

利

幸

月

田　

均

渡
邉
俊
彦

柳
沢
浩
一

備
前
島
久
仁
子

三
友
美
惠
子

浅
見
武
志

石
川
眞
男

宇
津
木
治
宣

石
内
國
雄

髙
橋　

茂
樹

地方財政の充実・強化を求め
る意見書採択についての陳情
委員会審査報告の「趣旨採択」
に対する賛否

趣
旨
採
択

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ໐ 議長

〈賛否が分かれた議案の内訳〉　賛成：○　反対：×（審議した議案等の一覧と審議結果はホームページに掲載しています）

（議長は賛否が同数の時に表決に加わります）

意
見
書
の
提
出

平成 30年度 補正予算

整備が始まった「ばらサミット」会場周辺

 陳　　情


